青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成21年　11月　16日　担当：馬渕

	入　所　者
	氏　名　　船場　幸子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和24年　7月　5日生（60歳）

	
	住　所　〒039-1104　八戸市大字田面木字赤坂35-35　　　　　　　電話　0178-27-6638　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	昭和45年7月頃（21歳時）
	罹 患 期 間
	約37年

	
	入院回数
	　　　3回　　
	延べ入院年数
	　　　　約36年　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	国保(本人)
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
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	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	5.000円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	青山荘

	入所年月日
	Ｈ20年　2月　15日
	身長
	146cm
	体重
	54kg

	最終学歴
	三戸中学校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	S40年～S44年　　　　　　 NEC（神奈川県相模原市）

S44年～S45年　　　　　　 藤村商店、小嶋雑貨店（三戸町）

S60年9月～S60年10月　　食堂の炊事婦（青森市）

S62年2月～S60年7月　　 電気部品製造会社(八戸市)
	

	保　護　者
	氏　　名　　戸賀沢　敏子　　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居・否）

	入所目的

退所後はグループホームで生活する事を目標に、特に対人面・ストレス対処を重点的に支援しながら、長期入院で失われた日常生活能力・社会性の再獲得を図る。

	入院・治療歴

①昭和45年7月24日　　～　　昭和60年9月16日　　　入院　　　青南病院

②昭和60年10月12日　 ～　　昭和62年2月14日　 　 入院　　　青南病院

③昭和62年7月5日 　　～　　平成14年11月15日 　　入院　　　青南病院

④平成14年11月15日　 ～　　平成15年2月12日　　　入院　　　八戸市民病院

⑤平成15年2月12日　　～　　平成20年2月15日　　　入院　　　青南病院

	

	生活歴

昭和24年岩手県宮古市に同胞4名の第3子として出生。父親の退職を機に、本人12歳時に父親の出身地である三戸町へ移住。三戸中学校卒業後は上京し、NECに勤務していたが、20歳時に父親が脳梗塞で倒れたことをきっかけに実家に戻り、父親の介護をしながら地元商店で働く生活を送っていた。自分の給料と父親の年金収入だけでは生活が厳しく、親戚からお金を借りて生活していたとのこと。

昭和45年頃(21歳時)より自閉・夜間徘徊があり、また有機溶剤（シンナー）を飲んで意識混濁となり内科へ入院。しかし、入院中に病院を抜け出し、他者の畑の中に毛布を広げ、座り込み緘黙状態となる事があり昭和45年7月24日青南病院受診し入院となる。

昭和60年9月16日退院となるが、間もなく攻撃的・滅裂言動出現し昭和60年10月12日同院入院となる。

昭和62年2月14日退院後は、社会復帰援護寮「いちい荘」へ入居。入居翌日より電気部品製造会社へパート就労するが、同年5月頃より気分変動が認められ、はしゃいだり多弁傾向となる等の症状悪化がみられるようになる。また、易刺激的でイライラが増強し早朝覚醒・周囲に対する攻撃・過干渉などのトラブルが頻回に目立つようになり、滅裂言動もあることから昭和62年7月5日同院入院となる。

平成14年11月15日嘔吐・水溶便失禁・血圧低値出現し、同状態が継続していることから救急車にて八戸市民病院受診し急性腸炎・慢性腎不全の治療のため、八戸市民病院へ転入院となる。同院入院後、人工透析開始し、1ヶ月ほどで軽快に向うが、その後敗血症に罹患し抗生物質投与していた。症状軽快し、歩行リハビリ等を経て同院での治療終了したことから平成15年2月12日同院退院。青南院転入院となる。

本人の症状が安定したことや、本人に社会復帰の意欲がみられるため、平成20年2月15日青南病院退院、青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母親は元々病弱で、本人が小学生の時に亡くなり、父親は脳梗塞のため65歳で死去。

保護者である姉は青森市に住んでおり、本人の年金管理を行うほか、月1回面会に訪れ、本人と八戸駅で待ち合わせ、一緒に買い物などに外出している。姉が八戸に来る際、船場様が交通費として7,000円を渡している。

弟は離婚し、現在は神奈川県で単身生活を送っている。




平成　21年 11月16日（月）

	氏　名
	　船場　幸子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24年　7月　5日（60歳）


	長期・短期目標

	長期目標：生活リズムを整えて、グループホームで暮らしてみたい。

短期目標：服薬管理を練習し、薬を自己管理できるようになる。


	【前回の問題点】

①　不安について　　　②　服薬管理　　　③　余暇活動（趣味の広がり）

不安について

　・8/20、前歯、差し歯が外れたことを不安そうに話してくる。早めの治療を勧めると納得はされるがどこの歯医者が良いかと不安げな発言があった為、職員同行で8/22に初診。それ以外は一人で通院、虫歯治療も含めて10/3に終了している。

　・9/2、八戸市国保年金課より人間ドック健診の案内が届く。受診に関して数日考えて年齢的にも一度くらいは受けたほうが良いと思うと話して9/16八戸市総合健診センターに申し込む。11/10健診実施済

　・9/16、国民健康保健証と重度医療券の切替時期となりいつ届くかと心配をしているが時期にならば届くことを伝えている。9/28に郵送で届く。

利用期限が近づき退所の事が気になり始めている。住居、経済的な面、食事、一人暮らしへの不安等、生活全般に関して訴えがある。

　・今後の事を相談する為、保護者の姉様が11/19来荘予定。

服薬管理

・服薬状況は、自己管理をしながら、毎回確認を受けていて服薬しているので忘薬はない。

余暇活動（趣味の広がり）

・春の美化活動以来、職員と草花や畑の作物の話題で会話が弾むようになり自発的に花の芽欠きや水遣りなどの手入れ行う。「花はいいですね。きれいな物を見ていると落ち着きます」と会話をする機会が増えた。

・10月に入り鉢植えの手入れも行い、冬支度ですかね。と季節感を感じている様子が伺える。

【最近の様子について】

①睡眠　（入眠と起床）　　　②食事（体重の増加）　　　③歩行状態（うつむいた歩き方）　

睡眠　（入眠と起床）

・睡眠状況は21：00に布団に入り食事当番、自主会など役割の事を細々考えてしまい気になる事があると心配になり寝つくのは22：00頃と話す。

夜間覚醒は、トイレにおきる程度で起床時間は朝5：00前後。7～8時間の睡眠時間をとる事ができている。

・デイケア通所前、ホールでのソファー休息も（居眠り）最近は職員や他者と会話で過ごされることも増えていて眠気の訴えは減少してきている。

食事（体重の増加）

・体重の増減は、毎日継続して就寝前に計測。自室の壁に体重の数値を記入した紙を貼っている。

　最近は53.0～54.0ｋｇで推移している。

・自炊を土、日3食のほか平日の夕方も自炊を行っており使いまわしのきく野菜や加工品を選んで購入したり賞味期限の短い肉類に関しては味付けをしてしまう調理を工夫する事へも挑戦している。又、適量を考えて食べれる分を調理する事を見定めて行っている。

・利用者様間では調理のやり方で味付けの変化を聞いたりして情報交換をする事も見られている。

・間食は、変わることなく「1週間に150円程度の袋菓子と飴1袋位です」と話されている。

歩行（歩き方）

　・歩行時のものが二重に見えることやふらつきについて訴えはなく経過しているが、様子観察を行う。

・背を丸めて歩く姿勢を気にしている発言が聴かれるが、背筋を伸ばして歩くように声掛けを継続している。

「気がつけば気をつけています」と苦笑されて答えている。


	支援項目
	介入方法
	支援期間

	不安への対処方法

· 物事の変化に弱く、不安になる

（継続）
	· 物事の変化に戸惑い、不安になる

· 自己能力の低さを話し物事への取組みの不安を訴える場合には、穏やかな促しにて物事への取組みを促し、出来ている事への評価を行い自信につなげるよう本人へと返していく。

· 定期的に面談の機会を設け、日常生活で困っていることや訴えを傾聴する。
	3ヶ月

	健康管理（継続）

・健康管理（体重）
	· 出来ている服薬確認は評価して自信につなげる。

· 体重変動はグラフに表し、本人が見やすく体重の変動を認識できる工夫して健康保持管理に役立つように利用してもらう。

· 歩行時のものが二重に見えることやふらつきについては今後も様子を確認して変化があるときは主治医外来へ情報提供を行う。
	3ヶ月

	





本人が小学生の


時に死去
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弟　神奈川県在住





本人（58）
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姉（59）　青森市在住





兄（幼少時に死去）
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